
六
月
九
日
。
晴
、
但
し
薄
雲
が
多
い
。
午
前
八
時
過
ぎ
に
は
宿
舎
の
西

冷
賓
館
を
出
発
し
、
杭
州
で
の
一
日
が
始
っ
た
。
こ
の
日
午
前
中
は
、
霊

隠
寺
・
飛
来
峰
・
黄
龍
洞
・
岳
王
廟
等
を
ま
わ
っ
た
。
霊
隠
寺
は
東
晉
成

帝
の
威
和
年
間
（
三
二
六
’
三
三
四
）
に
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
杭
州

随
一
の
名
刹
で
あ
る
。
大
雄
宝
殿
の
本
尊
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
見
て
来
た

ど
の
寺
院
の
も
の
よ
り
も
巨
大
で
あ
っ
た
。
建
物
も
佛
像
も
他
の
例
に
洩

れ
ず
新
し
い
も
の
で
あ
る
中
で
、
僅
か
に
天
王
殿
前
の
経
瞳
と
大
雄
宝
殿

前
の
経
塔
と
が
北
宋
初
期
の
遺
物
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
今
は
霊
隠
寺
近

く
の
飛
来
峰
と
共
に
、
観
光
地
と
し
て
有
名
な
よ
う
で
、
中
国
の
人
灸
で

弓
き
も
き
ら
ぬ
有
様
だ
っ
た
。
．
そ
れ
ま
で
山
間
部
や
田
園
地
帯
を
へ
め
ぐ

っ
て
来
た
目
に
は
、
何
と
も
ほ
こ
り
っ
ぽ
い
景
色
に
映
る
。
け
れ
ど
も
寺

の
裏
手
に
ま
で
行
く
と
、
一
段
高
い
所
に
律
堂
の
跡
が
あ
り
、
草
叢
に
か

く
れ
る
よ
う
に
礎
石
が
整
然
と
並
ん
で
い
る
な
ど
し
て
、
静
か
な
こ
と
と

相
俟
っ
て
、
か
え
っ
て
心
ひ
か
れ
る
思
い
が
し
た
。
飛
来
峰
に
は
、
五
代

よ
り
宋
元
時
代
に
至
る
ま
で
に
次
第
に
形
成
さ
れ
た
一
大
磨
崖
佛
像
群
が

海
外
学
界
ニ
ュ
ー
ス

江
南
佛
蹟
行
記
（
下
）

大三

内桐

慈
海
文
雄

あ
る
。
時
間
に
追
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
我
鳧
が
見
る
こ
と
の
で

き
た
の
は
、
僅
か
に
霊
隠
寺
山
門
前
の
溪
流
に
沿
っ
た
最
も
見
や
す
い
も

の
に
限
ら
れ
た
。
中
国
の
人
友
は
皆
思
い
思
い
の
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
写
真

に
収
ま
っ
て
い
る
。
石
像
の
中
に
は
部
分
的
に
黒
光
り
し
て
い
る
も
の
も

あ
る
が
、
こ
れ
は
ど
う
も
人
気
が
あ
る
た
め
に
常
日
頃
さ
わ
ら
れ
て
い
る

た
め
ら
し
い
。
黄
龍
洞
は
、
も
と
は
道
観
だ
っ
た
建
物
と
奇
岩
を
配
し
た

庭
園
と
で
成
る
が
、
今
は
休
憩
所
と
な
っ
て
い
る
。
我
灸
も
ま
た
御
茶
を

い
た
だ
い
て
小
休
止
を
取
り
、
そ
れ
か
ら
兵
王
廟
へ
と
向
っ
た
。
南
宋
の

忠
臣
岳
飛
を
祭
っ
た
こ
の
廟
は
、
文
革
期
に
破
壊
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の

後
、
美
事
に
修
復
さ
れ
、
今
も
非
常
な
賑
い
を
見
せ
て
い
る
。
金
国
を
相

手
に
奮
戦
し
た
岳
飛
は
、
今
も
英
雄
と
し
て
人
気
が
あ
る
と
い
う
こ
と
な

の
で
あ
ろ
う
。
大
き
な
岳
飛
の
像
も
い
か
に
も
現
代
中
国
風
の
容
貌
・
姿

勢
を
し
て
い
る
。
廟
裏
手
に
あ
る
建
物
は
、
こ
の
時
も
修
理
工
事
中
だ
っ

た
。

こ
の
日
午
後
は
、
西
湖
遊
覧
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ま
で
に
少

友
の
自
由
時
間
が
と
れ
た
の
で
、
西
湖
の
中
の
孤
山
に
あ
る
西
冷
印
社
を

訪
れ
た
一
・
西
冷
印
社
は
、
近
代
中
国
の
籔
刻
家
・
書
画
家
と
し
て
著
名
な

呉
昌
碩
に
よ
っ
て
清
・
光
緒
三
○
年
（
一
九
○
四
）
に
設
立
さ
れ
た
。
当
時

有
数
の
学
者
・
文
人
が
こ
の
結
成
に
参
集
し
た
と
い
う
。
印
社
裏
手
の
山

は
石
段
な
ど
に
よ
っ
て
散
歩
道
が
し
つ
ら
え
ら
れ
て
お
り
、
樹
の
間
越
し

に
望
む
西
湖
も
な
か
な
か
に
佳
い
景
色
で
あ
っ
た
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る

内
に
遊
覧
に
出
か
け
る
刻
限
と
な
り
、
慌
て
て
集
合
場
所
に
も
ど
っ
て
み

る
と
、
も
う
出
発
寸
前
、
大
汗
を
か
き
な
が
ら
の
西
湖
遊
覧
と
な
っ
た
。

薄
曇
り
の
陽
光
の
下
、
南
屏
山
・
玉
岡
山
が
連
り
、
樹
海
に
浮
く
よ
う
に
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浄
慈
寺
の
美
が
望
ま
れ
る
。
遠
く
に
は
保
俶
塔
が
聟
え
立
っ
て
い
た
。
浄

慈
寺
は
、
『
宗
鏡
録
』
の
著
者
と
し
て
佛
教
史
上
に
名
高
い
永
明
延
寿
が

永
ら
く
止
住
し
て
い
た
所
で
あ
る
。
一
○
世
紀
の
呉
越
国
時
代
の
創
建
と

い
う
が
、
現
在
の
伽
藍
は
近
年
の
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。
残
念
な
こ
と
に

今
は
ま
だ
公
開
さ
れ
て
お
ら
ず
、
湖
上
よ
り
遠
望
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
。

上
女
の
気
分
で
遊
覧
を
終
え
た
後
、
再
び
バ
ス
に
乗
り
こ
み
、
銭
塘
江
の

ほ
と
り
に
建
つ
六
和
塔
に
向
っ
た
。
高
さ
約
七
○
メ
ー
ト
ル
の
こ
の
塔
は
、

そ
の
佛
教
に
因
む
塔
名
と
は
別
に
、
灯
台
の
役
割
を
も
果
し
て
い
た
と
い

う
。
も
う
既
に
夕
刻
に
近
い
頃
で
あ
っ
た
が
、
塔
上
か
ら
眺
め
た
、
ゆ
っ

た
り
と
大
き
く
轡
曲
す
る
銭
塘
江
の
景
観
は
、
そ
こ
に
架
か
る
鉄
橋
、
時

折
通
る
汽
車
と
共
に
、
一
幅
の
絵
か
と
も
思
わ
れ
る
程
に
素
晴
し
い
も
の

で
あ
っ
た
。

六
月
一
○
日
。
雨
。
こ
の
日
は
移
動
に
費
さ
れ
た
。
五
時
半
に
起
床
、

杭
州
駅
八
時
発
の
列
車
で
上
海
を
経
由
し
、
午
後
四
時
一
五
分
に
南
京
駅

に
到
着
し
た
。
所
要
時
間
は
約
八
時
間
。
南
京
に
入
る
少
し
手
前
に
〃
栖

霞
″
の
名
の
見
え
る
駅
が
あ
り
、
そ
れ
を
過
ぎ
る
と
す
ぐ
ト
ン
ネ
ル
に
入

っ
た
。
南
京
は
涼
し
い
。
こ
こ
の
夏
の
暑
さ
は
凄
ま
じ
い
と
聞
い
て
い
た

だ
け
に
拍
子
抜
け
の
感
が
あ
る
。
南
京
で
の
通
訳
兼
案
内
役
の
王
氏
も
、

異
常
な
涼
し
さ
で
す
、
と
言
う
。
宿
舎
は
双
門
楼
賓
館
。
遠
く
に
南
京
の

城
壁
が
黒
々
と
連
っ
て
見
え
る
。
夕
食
後
、
〃
金
孔
雀
″
と
い
う
歌
劇
を

見
る
。
南
京
と
名
古
屋
と
の
姉
妹
都
市
締
結
を
記
念
し
た
も
の
と
の
こ
と
。

日
中
友
好
を
象
徴
す
る
内
容
の
も
の
だ
っ
た
が
、
ソ
デ
で
歌
う
私
服
の
合

唱
隊
の
方
に
興
味
を
持
っ
た
。
皆
若
く
、
い
ず
れ
も
豊
か
な
声
量
を
持
っ

て
い
る
。

六
月
二
日
。
曇
天
。
南
京
は
、
私
の
興
味
か
ら
言
え
ば
、
何
と
言
っ

て
も
南
朝
佛
教
の
根
拠
地
と
し
て
で
あ
る
。
当
時
建
康
と
呼
ば
れ
た
こ
の

都
に
は
、
城
内
、
城
外
を
問
わ
ず
幾
多
の
寺
院
が
建
立
さ
れ
、
そ
の
極
盛

は
梁
の
武
帝
の
時
代
に
現
出
さ
れ
た
。
今
、
中
山
陵
の
あ
る
紫
金
山
、
即

ち
当
時
の
鍾
山
、
そ
の
麓
に
あ
る
独
龍
阜
、
ま
た
鶏
鳴
山
・
清
涼
山
、
皆

佛
教
史
上
に
名
高
い
。
そ
し
て
今
も
流
れ
る
秦
准
河
は
戦
略
上
、
経
済
上
、

最
重
要
の
運
河
で
あ
っ
た
。

明
の
故
宮
趾
に
立
ち
寄
っ
た
後
、
中
山
陵
に
着
く
。
参
詣
者
は
流
石
に

多
く
、
皆
、
三
九
二
段
の
広
い
石
段
を
登
っ
て
行
く
。
我
々
は
時
間
に
迫

ら
れ
大
急
ぎ
に
登
り
下
り
し
た
が
、
中
国
の
人
々
は
実
に
ゆ
っ
く
り
と
、

楽
し
み
な
が
ら
歩
い
て
い
る
。
霊
谷
寺
に
向
う
。
そ
の
塔
上
か
ら
見
た
紫

金
山
は
緑
色
に
輝
き
、
緩
い
ス
ロ
ー
プ
を
見
せ
な
が
ら
長
々
と
南
京
市
街

に
伸
び
て
い
た
。
中
山
陵
の
左
手
に
頭
を
覗
か
せ
て
い
る
独
龍
阜
に
は
、

梁
の
三
大
法
師
の
一
人
と
し
て
著
名
な
開
善
寺
智
蔵
や
、
武
帝
よ
り
智

者
の
号
を
賜
わ
り
国
師
と
し
て
崇
敬
さ
れ
た
草
堂
寺
慧
約
等
が
葬
ら
れ
た

（
続
高
僧
伝
巻
五
・
巻
六
）
。
鍾
山
に
は
智
蔵
の
居
た
開
善
寺
が
あ
り
、
今
の

明
・
孝
陵
の
地
が
そ
れ
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
他
に
著
名
な
寺
と

し
て
定
林
寺
が
あ
っ
た
。
六
朝
期
文
学
評
論
の
白
眉
と
し
て
名
高
い
『
文

心
雛
龍
」
の
著
者
劉
砺
は
、
若
い
時
、
定
林
寺
に
お
い
て
僧
祐
に
師
事
し

（
梁
書
劉
拙
伝
）
、
僧
祐
が
袈
後
定
林
寺
に
葬
ら
れ
た
時
は
、
彼
が
碑
文
を

製
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
他
に
も
、
山
頂
南
面
に
は
武
帝
ゆ
か
り
の
大
愛

敬
寺
の
旧
吐
が
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

霊
谷
寺
を
見
学
し
て
の
後
、
鶏
鳴
山
に
行
っ
た
が
、
寺
趾
と
受
け
取
れ

る
も
の
は
何
も
な
い
。
た
だ
地
名
と
し
て
の
鶏
鳴
寺
が
残
っ
て
い
る
の
み
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で
あ
る
。
道
路
を
は
さ
ん
で
鶏
鳴
山
と
向
い
合
う
建
物
は
、
旧
国
子
監
の

建
物
で
、
今
は
南
京
市
革
命
委
員
会
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
玄
武
湖
よ
り

梁
・
台
城
趾
を
望
み
、
賓
館
で
昼
食
の
後
、
清
涼
山
に
向
う
。
か
な
り
老

朽
し
た
小
さ
な
門
を
く
ぐ
る
と
、
右
手
に
天
王
殿
、
そ
の
奥
に
大
雄
宝
殿

が
あ
る
。
修
理
中
の
様
子
だ
っ
た
が
、
帰
り
に
辿
っ
た
石
段
に
は
、
一
九

六
五
年
一
○
月
の
銘
の
あ
る
「
清
涼
山
寺
」
と
刻
ん
だ
石
が
敷
か
れ
て
あ

っ
た
り
し
て
、
破
壊
の
跡
を
見
る
思
い
が
し
た
。
こ
の
後
夫
子
廟
祉
に
立

ち
寄
っ
た
後
、
長
干
橋
を
通
り
秦
准
河
を
渡
っ
て
、
雨
花
台
に
向
っ
た
。

雨
花
台
は
、
現
在
、
革
命
に
殉
じ
た
人
之
を
記
念
す
る
公
園
と
な
っ
て
い

る
。
中
山
陵
と
共
に
、
景
勝
地
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
南
京
を
訪
れ
る

人
灸
の
観
光
コ
ー
ス
の
中
に
は
大
底
組
み
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

そ
の
名
の
由
来
と
な
る
と
、
こ
れ
が
『
続
高
僧
伝
』
巻
五
に
立
伝
さ
れ
て

い
る
光
宅
寺
法
雲
伝
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

“
嘗
て
一
寺
に
お
い
て
此
の
経
を
講
散
す
。
忽
か
に
天
華
を
感
じ
、
状
、

お
よ

飛
雪
の
如
し
。
空
に
満
ち
て
下
り
、
堂
内
に
延
ぶ
。
空
に
昇
り
て
墜
ち

お
わ
催
じ

ず
、
誰
を
詑
り
て
方
め
て
去
る
。

と
あ
る
も
の
で
、
一
寺
と
は
雨
花
台
に
あ
っ
た
高
座
寺
と
さ
れ
、
此
の
経

と
は
法
華
経
を
指
す
。

・
南
京
で
の
一
日
の
半
分
は
、
こ
う
し
て
目
ま
ぐ
る
し
い
程
の
駆
け
足
見

学
で
終
っ
て
し
ま
っ
た
。

ｒ
午
後
二
時
一
○
分
、
雨
花
台
下
を
出
発
し
、
摂
山
棲
霞
寺
へ
と
向
う
。

途
中
、
左
手
畑
の
中
に
明
の
徐
達
・
李
文
忠
の
墓
な
ど
が
見
え
、
一
時
間

足
ら
ず
で
棲
霞
寺
前
に
到
着
し
た
。

棲
霞
寺
は
修
復
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
ま
だ
一
般
に
は
公
開
さ
れ
て
お
ら

ず
、
我
盈
も
寺
の
左
手
に
あ
る
通
用
門
か
ら
中
に
入
れ
ら
れ
た
。
そ
の
小

門
に
は
、
一
九
八
○
年
四
月
一
○
日
付
の
〃
通
告
″
が
貼
り
つ
け
て
あ
り
、

見
る
と
、
四
人
組
の
横
行
し
た
時
期
に
重
な
る
破
壊
を
う
け
た
、
と
あ
る
。

今
は
伽
藍
が
整
然
と
並
び
、
蔓
の
飾
り
が
美
し
い
。
四
時
半
ま
で
の
参
観

を
許
可
さ
れ
た
。

山
門
左
手
に
あ
る
小
亭
に
〃
明
徴
君
之
碑
″
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
唐

の
高
宗
の
御
製
で
あ
る
。
是
非
見
た
か
っ
た
が
、
管
理
責
任
者
が
不
在
と

い
う
こ
と
で
叶
わ
ず
、
金
網
越
し
に
窺
う
だ
け
で
あ
っ
た
。

明
徴
君
、
即
ち
南
斉
の
処
士
明
僧
紹
は
、
「
南
斉
耆
』
巻
五
四
・
高
逸

伝
や
『
南
史
」
巻
五
○
に
立
伝
さ
れ
て
い
る
。
摂
山
に
隠
棲
す
る
明
僧
紹

に
師
友
の
敬
を
以
て
遇
せ
ら
れ
た
の
が
、
棲
霞
寺
開
山
第
一
世
の
法
度
で

あ
る
。
「
梁
高
僧
伝
』
巻
八
の
彼
の
伝
を
見
る
と
、

（
法
）
度
、
常
に
安
養
に
生
れ
ん
こ
と
を
願
う
。
故
に
偏
え
に
無
量
寿

経
を
講
じ
、
積
む
に
遍
も
て
数
う
る
あ
り
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
法
度
の
も
と
に
遼
東
の
僧
朗
が
訪
れ
、
江
南
に

お
け
る
三
論
研
究
は
、
彼
に
韻
っ
て
先
鞭
を
つ
け
ら
れ
た
。
僧
朗
よ
り
僧

詮
と
次
第
し
、
僧
詮
の
門
下
に
法
朗
・
慧
布
・
慧
弁
・
慧
勇
の
四
友
が
輩

出
し
、
法
朗
の
下
に
吉
蔵
が
出
る
に
至
っ
て
、
三
論
宗
の
大
成
を
見
る
訳

で
あ
る
。
僧
詮
下
の
四
友
の
中
、
慧
布
の
み
が
終
世
摂
山
に
止
り
、
棲
霞

寺
を
建
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
慧
布
の
在
俗
の
法
友
に
、
陳
の
江
總

が
い
る
。
梁
か
ら
陳
、
そ
し
て
晴
と
六
朝
末
の
乱
世
を
生
き
抜
き
、
‐
ま
た

文
学
史
上
に
お
い
て
も
注
目
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
「
陳
害
』
巻
二
七
の

彼
の
伝
に
、

弱
歳
よ
り
心
を
釈
教
に
帰
し
、
年
二
十
余
に
し
て
鍾
山
に
入
り
、
霊
曜
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つ
か

寺
の
則
法
師
に
就
き
て
菩
薩
戒
を
受
く
。
暮
歯
、
陳
に
官
う
。
摂
山
の

布
上
人
と
遊
款
し
、
深
く
苦
空
を
悟
る
云
云
、

と
見
え
、
非
常
な
篤
信
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
。
「
広
弘
明
集
」
巻
二

○
に
よ
れ
ば
、
彼
は
陳
末
の
太
建
一
四
年
（
五
八
二
）
、
翌
至
徳
元
年
、
同

三
年
、
そ
し
て
慧
布
の
残
年
で
あ
る
禎
明
元
年
（
五
八
七
）
と
頻
繁
に
摂
山

に
足
を
運
び
、
ま
た
そ
こ
に
逗
留
し
て
は
詩
を
詠
じ
て
い
る
。
慧
布
の
残

後
は
、
彼
の
た
め
に
浬
渠
徴
を
営
む
な
ど
へ
両
者
の
交
際
の
親
密
で
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
江
總
に
は
、
ま
た
「
摂
山
棲
霞
寺
碑
」

（
摂
山
志
巻
四
・
全
晴
文
巻
二
所
収
）
な
る
一
文
が
あ
り
、
こ
の
一
級
資
料

に
よ
っ
て
、
寺
の
来
歴
が
明
瞭
と
な
っ
て
い
る
。

大
雄
宝
殿
内
に
は
、
奥
ま
っ
た
左
右
の
隅
に
、
六
朝
佛
・
貞
観
佛
と
説

明
さ
れ
た
二
体
の
坐
像
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
明
代
の
も
の
と
い
う
金
箔
を

施
し
た
木
製
の
厨
子
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
右
の
六
朝
佛
は
頭

部
の
み
が
当
時
の
も
の
に
過
ぎ
ず
、
下
半
は
全
て
近
時
復
元
さ
れ
た
も
の
、

ま
た
左
の
貞
観
佛
は
、
頭
部
が
近
時
復
元
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
以
下
の

身
体
部
と
台
坐
と
が
当
時
の
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
破
壊
の
厄
に
遭
っ

た
と
の
説
明
を
受
け
た
。
佛
坐
像
の
背
後
の
厨
子
の
壁
面
に
は
、
来
迎
図

ら
し
き
も
の
が
線
描
さ
れ
て
い
た
が
、
判
然
と
し
な
い
。

祖
堂
は
修
理
中
だ
っ
た
。
入
っ
て
み
る
と
、
「
西
天
東
土
歴
代
祖
師
之

蓮
位
」
と
中
央
に
記
さ
れ
た
奇
妙
な
内
容
の
板
が
置
い
て
あ
る
。
見
る
と
、

ま
だ
作
製
中
ら
し
く
、
何
本
も
の
罫
の
中
に
一
四
代
ま
で
が
記
入
さ
れ
て

い
る
。
〃
臨
済
正
宗
栖
霞
堂
上
開
山
第
一
代
上
法
下
度
禅
師
」
な
ど
と
書

か
れ
て
い
る
。
第
二
代
は
天
台
智
顎
、
第
三
代
は
法
響
と
あ
り
、
前
述
し

た
僧
朗
・
僧
詮
な
ど
の
名
は
な
い
。
臨
済
正
宗
の
他
、
天
台
教
宗
・
三
論

教
宗
・
終
南
律
宗
等
の
肩
書
き
が
あ
り
、
歴
代
と
言
う
か
ら
に
は
一
代
一

人
が
普
通
と
思
わ
れ
る
の
に
、
こ
の
「
歴
代
祖
師
之
蓮
位
」
で
は
、
例
え

ば
四
代
が
二
人
、
一
二
代
が
二
人
お
り
、
一
三
代
に
至
っ
て
は
五
人
も
い

る
。
寺
側
の
人
は
お
ら
ず
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
説
明
を
聞
く
こ
と
な
く
終

っ
た
の
が
残
念
だ
っ
た
。

棲
霞
寺
右
手
よ
り
緩
い
坂
道
を
登
っ
て
行
く
と
、
千
佛
巌
に
着
く
。
巌

山
の
各
所
に
佛
籠
が
鑿
た
れ
、
様
凌
の
佛
℃
菩
薩
・
将
神
等
の
像
が
彫
ら

れ
て
い
る
。
中
で
も
三
聖
殿
（
と
い
う
呼
称
ら
し
い
）
が
最
も
大
き
く
、

入
る
と
、
窟
内
の
狭
小
に
比
べ
、
中
の
無
量
寿
佛
像
が
異
様
に
大
き
い
。

こ
れ
は
南
斉
武
帝
の
永
明
七
年
（
四
八
九
）
の
後
、
明
僧
紹
の
第
二
子
。
明

元
琳
が
、
父
の
遺
志
を
継
い
で
法
度
と
共
に
鋳
造
し
た
も
の
で
あ
る
（
江

總
「
摂
山
棲
霞
寺
碑
」
）
。
た
だ
残
念
な
こ
と
に
、
三
聖
殿
を
初
め
と
し
て
、

こ
こ
の
石
佛
は
完
好
な
姿
を
保
つ
も
の
が
皆
無
に
近
く
、
大
方
は
腕
が
取

れ
、
鼻
が
欠
け
る
な
ど
し
て
お
り
、
そ
の
上
、
後
世
の
補
修
と
落
書
に
よ

っ
て
一
層
無
惨
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
江
南
の
地
に
お
い

て
、
南
朝
に
起
源
が
求
め
ら
れ
、
且
つ
こ
れ
だ
け
の
規
模
を
持
つ
石
佛
群

は
珍
し
く
、
貴
重
な
例
に
属
す
る
。

千
佛
巌
の
左
方
に
は
、
荘
麗
な
舎
利
塔
が
あ
る
。
こ
の
創
建
が
晴
・
文

帝
の
仁
寿
元
年
（
六
○
一
）
の
詔
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
晴
・
王
勧

の
「
舎
利
感
応
記
」
（
広
弘
明
集
巻
一
七
所
収
）
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
即
ち
、
仁
寿
元
年
一
○
月
一
五
日
正
午
を
期
し
て
、
一
勢
に
舎
利
を

奉
納
せ
し
め
た
三
○
州
の
塔
の
一
つ
で
あ
る
。
但
し
、
現
在
の
塔
は
、
五
代

南
唐
時
代
の
再
興
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
（
中
国
文
化
史
蹟
解
説
巻
一
○
）
。

塔
の
下
部
に
は
釈
迦
八
相
図
が
浮
彫
り
さ
れ
て
い
る
。
美
事
な
も
の
で
あ
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る
が
、
周
囲
に
鉄
柵
が
施
し
て
あ
り
、
近
寄
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

棲
霞
寺
を
辞
し
、
南
京
へ
戻
る
途
中
、
梁
墓
四
ヶ
所
に
立
ち
寄
っ
た
。

ま
ず
最
も
良
く
整
っ
て
い
る
安
成
康
王
萠
秀
の
墓
祉
に
着
く
。
こ
れ
は
甘

家
巷
小
学
校
の
中
に
あ
り
、
中
央
の
通
路
（
本
来
は
墓
道
で
あ
っ
た
も
の
）

を
は
さ
ん
で
一
段
低
く
な
っ
て
い
る
場
所
に
、
手
前
か
ら
石
獣
・
石
碑
・

石
閾
・
石
碑
が
左
右
対
に
な
っ
て
並
ん
で
い
る
。
碑
は
完
全
に
磨
滅
し
て

い
る
が
、
上
部
中
央
に
円
孔
が
あ
け
ら
れ
て
お
り
、
漢
碑
の
伝
統
を
継
ぐ

も
の
と
言
う
。
一
九
七
六
年
一
二
月
に
立
て
ら
れ
た
南
京
市
革
命
委
員
会

の
「
萠
秀
墓
石
刻
」
と
い
う
標
識
に
は
、
〃
時
代
″
と
し
て
梁
普
通
四
年

（
五
二
三
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
蘓
秀
の
残
年
で
あ
る
。
小
学
校
を

後
に
し
て
間
も
な
く
、
道
路
の
右
手
、
一
面
の
麦
畑
の
中
に
二
体
の
石
獣

が
見
え
て
来
た
。
頭
を
も
た
げ
足
を
ふ
ん
ば
り
、
口
を
カ
ツ
と
開
け
て
向

き
あ
っ
て
い
る
。
量
感
に
溢
れ
た
実
に
美
事
な
も
の
で
あ
る
。
荊
秀
墓
の

も
の
と
同
様
で
あ
る
。
向
う
に
は
も
う
一
体
石
獣
が
あ
り
、
建
物
の
中
に

保
存
さ
れ
て
い
る
石
碑
も
見
え
る
。
都
陽
忠
烈
王
燕
恢
・
始
興
忠
武
王
箭

惜
の
墓
祉
で
あ
る
。
煎
恢
は
普
通
七
年
（
五
二
六
）
、
荊
惜
は
普
通
三
年
（
五

二
二
）
に
残
し
て
い
る
。
周
囲
一
面
麦
畑
で
あ
る
上
、
苅
り
入
れ
の
最
中
で

も
あ
り
、
萠
惜
墓
の
石
碑
に
は
、
と
て
も
近
づ
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
《

四
番
目
に
現
れ
た
梁
墓
は
、
南
京
へ
の
復
路
左
側
の
、
畦
道
を
は
さ
ん
だ

両
側
に
立
つ
石
獣
と
石
關
で
あ
る
。
こ
の
石
閥
は
「
梁
故
侍
中
中
撫
将
軍

開
府
儀
同
三
司
呉
平
忠
侯
箭
公
之
神
道
」
と
反
刻
で
刻
ま
れ
た
文
字
が
判

然
と
読
み
取
れ
る
。
こ
れ
は
普
通
四
年
（
五
二
三
）
に
段
し
た
荊
景
の
墓
吐

で
あ
る
。
こ
の
他
、
臨
川
靖
恵
王
蒸
宏
の
墓
も
あ
る
筈
な
の
で
、
場
所
を

通
訳
の
王
氏
に
尋
ね
る
と
、
こ
こ
か
ら
は
離
れ
た
場
所
に
あ
る
の
で
、
そ

こ
に
ま
で
行
く
時
間
が
な
い
、
と
い
う
返
事
で
あ
る
。
残
念
だ
が
諦
め
る

よ
り
仕
様
が
な
か
っ
・
た
。
こ
れ
等
四
つ
の
梁
墓
の
主
の
中
、
請
景
が
武
帝

の
従
父
帝
で
、
彼
を
除
く
他
の
秀
・
恢
・
惜
の
三
名
は
、
い
ず
れ
も
武
帝

の
異
母
弟
で
あ
る
。
『
梁
害
』
巻
一
二
。
太
祖
五
王
の
論
な
ど
に
は
、
藩
屏

と
し
て
の
彼
等
が
、
よ
く
武
帝
の
国
家
統
治
の
業
を
補
佐
し
得
た
こ
と
を

称
揚
し
て
い
る
。
ま
た
臨
川
王
粛
宏
は
、
棲
霞
寺
と
密
接
な
関
係
を
有
し

た
人
物
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
陳
・
江
總
の
『
摂
山
棲
霞
寺
碑
』
に
は
、

も
つ

ひ
ら

天
監
十
年
八
月
を
目
て
、
髪
に
帯
蔵
を
撒
き
、
復
た
螢
飾
を
加
う
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。

午
後
五
時
四
五
分
、
宿
舎
に
戻
る
。
七
時
の
夕
食
ま
で
は
自
由
行
動
を

と
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
一
行
五
名
で
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
借
り
、
石

頭
城
祉
に
向
っ
た
。
城
祉
は
赤
茶
け
た
礫
混
じ
り
の
城
壁
で
あ
る
。
殆
ど

の
部
分
は
積
み
あ
げ
た
跡
が
判
別
で
き
ぬ
程
に
風
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

近
く
を
運
河
が
流
れ
て
い
る
。
往
古
は
揚
子
江
で
あ
っ
た
所
で
あ
ろ
う
。

六
月
一
二
日
。
雨
。
午
前
七
時
一
九
分
発
の
列
車
で
蘇
州
へ
向
う
。
一

一
時
に
宿
舎
蘇
州
飯
店
に
着
き
、
昼
食
後
、
虎
丘
雲
巌
寺
・
寒
山
寺
・
留

園
・
玄
妙
観
と
廻
っ
て
、
双
塔
を
一
瞥
し
た
後
、
再
び
宿
舎
に
戻
っ
た
。

こ
の
間
ず
っ
と
ひ
ど
い
雨
で
あ
る
。
雲
巌
寺
の
斜
塔
は
美
事
な
も
の
で
あ

っ
た
が
、
大
粒
の
雨
が
顔
に
あ
た
る
た
め
に
、
近
寄
っ
て
ま
と
も
に
見
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
寒
山
寺
は
唐
・
張
継
の
楓
橋
夜
泊
の
詩
で

世
上
有
名
で
あ
る
が
、
さ
し
た
る
感
慨
も
興
ら
ぬ
所
で
あ
る
。
か
え
っ
て

近
く
の
ク
リ
ー
ク
で
も
の
を
洗
う
老
人
の
姿
に
、
今
の
中
国
の
人
糞
の
生

活
が
感
じ
ら
れ
る
。
留
園
は
、
蘇
州
の
庭
園
の
中
で
も
最
も
名
あ
る
も
の

の
一
つ
と
い
う
こ
と
で
、
ガ
イ
ド
氏
の
案
内
の
ま
ま
に
一
応
の
見
学
を
済
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ま
せ
た
。
と
は
言
う
も
の
の
、
順
繰
り
に
所
謂
名
所
を
案
内
さ
れ
る
だ
け

で
、
叩
か
物
足
ら
な
さ
を
覚
え
て
も
い
た
。
雨
に
降
り
こ
め
ら
れ
た
せ
い

も
あ
っ
た
ろ
う
と
思
う
。
そ
う
し
た
折
に
玄
妙
観
と
い
う
初
め
て
の
大
道

観
を
目
に
す
る
機
会
を
得
た
。
こ
れ
ま
で
に
も
、
道
観
ら
し
き
建
物
が
他

の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
所
に
は
行
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ

程
の
荘
大
と
言
っ
て
よ
い
本
格
的
な
建
造
物
は
初
め
て
で
あ
っ
た
。
中
心

と
な
る
三
清
殿
は
、
周
囲
を
太
い
石
柱
で
支
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
天
尊

名
が
刻
ん
で
あ
る
。
正
面
の
も
の
は
全
て
削
り
取
ら
れ
て
お
り
判
読
で
き

な
い
が
、
裏
に
回
る
と
、
〃
護
国
永
安
天
尊
″
〃
晴
方
証
果
天
尊
″
な
ど

の
字
が
読
み
取
れ
る
。
他
の
建
物
で
は
、
雷
祖
（
尊
？
）
殿
と
楼
門
だ
け

が
残
っ
て
い
る
。
三
清
殿
、
雷
祖
殿
と
も
に
物
置
き
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
三
清
殿
内
に
は
入
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
三
清
殿
の
裏
に
は
立
派
な
石

碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
が
、
碑
面
は
完
全
に
磨
滅
さ
れ
て
い
る
。
境
内
の

左
右
に
は
、
破
壊
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
大
き
な
石
が
、
所
定
の
位
置
で
あ

っ
た
ろ
う
所
に
そ
れ
ぞ
れ
転
っ
て
お
り
、
全
体
の
区
画
も
残
さ
れ
た
石
造

の
欄
干
に
よ
っ
て
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

楼
門
の
隣
り
が
友
誼
商
店
に
な
っ
て
い
る
。
玄
妙
観
全
体
が
裏
通
り
に

位
置
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
雨
が
降
っ
て
い
た
せ
い
も
あ

ろ
う
が
、
三
清
殿
の
石
柱
の
下
な
ど
に
は
獣
の
毛
ら
し
き
も
の
が
落
ち
て

い
た
り
し
て
、
何
と
な
く
賭
く
て
じ
め
じ
め
し
た
雰
囲
気
が
あ
る
。
戦
前

の
旅
行
記
録
に
は
、
こ
の
道
観
の
賑
い
ぶ
り
が
必
ず
と
言
っ
て
よ
い
程
紹

介
さ
れ
て
い
る
が
、
今
は
全
く
さ
び
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
玄
妙
観
は
、
『
蘇
州
府
志
』
を
見
る
と
、
円
妙
観
と
な
っ
て
い
る
。

巻
四
・
道
観
の
項
の
冒
頭
に
記
録
さ
れ
、
創
建
は
、
西
晉
の
威
寧
中
と
あ

る
。
現
在
の
建
物
は
、
所
載
の
「
重
修
円
妙
観
三
清
殿
記
」
に
よ
れ
ば
、

清
・
仁
宗
の
嘉
慶
二
二
年
（
一
八
一
七
）
、
雷
火
に
よ
っ
て
三
清
殿
が
破
壊

さ
れ
た
後
、
翌
二
三
年
よ
り
二
四
年
（
一
八
一
九
）
に
か
け
て
修
復
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
時
、
山
門
も
併
せ
て
復
旧
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
円
妙

観
の
名
は
、
元
代
か
ら
始
っ
た
も
の
で
、
唐
代
に
は
開
元
宮
、
北
宋
代
に

は
天
慶
観
と
呼
ば
れ
た
。

夜
、
就
寝
の
頃
、
そ
れ
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
蛙
の
鳴
き
声
が
聞
え
て

来
た
。
耳
を
澄
ま
す
と
、
遠
く
運
河
を
通
る
ら
し
い
船
の
汽
笛
も
聞
え
て

来
る
。
近
代
的
ホ
テ
ル
の
中
で
こ
の
よ
う
な
経
験
を
し
よ
う
と
は
想
像
も

し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
叩
か
驚
く
と
同
時
に
、
不
思
議
に
気
持
ち
の
休

ま
る
思
い
が
し
た
。

六
月
一
三
日
。
蘇
州
で
の
二
日
目
。
朝
起
き
る
と
す
ぐ
に
ホ
テ
ル
の
最

上
階
に
行
き
、
眺
望
の
良
い
所
を
捜
し
て
、
朝
霧
に
か
す
む
蘇
州
の
景
観

を
思
う
存
分
楽
し
ん
だ
。
一
面
に
広
が
る
水
田
の
緑
一
色
の
中
に
、
運
河

と
そ
こ
に
架
か
る
石
橋
と
が
、
ほ
の
か
に
白
く
浮
き
出
て
見
え
る
。
目
を

転
じ
る
と
、
昨
日
通
り
か
ら
窺
い
見
た
双
塔
も
、
竈
の
中
に
白
く
淡
く
、

ま
る
で
影
絵
を
見
て
い
る
よ
う
に
浮
ん
で
い
た
。

朝
食
後
、
網
師
園
・
北
寺
塔
と
ま
わ
り
、
午
前
一
○
時
二
五
分
発
の
列

車
で
上
海
に
向
う
。
北
寺
と
は
俗
称
で
、
正
し
く
は
報
恩
講
寺
と
言
う

（
蘇
州
府
志
巻
四
○
話
塔
に
登
る
と
、
寺
門
よ
り
南
に
向
っ
て
ま
つ
す
ぐ
に

道
路
が
延
び
て
い
る
。
伽
藍
の
一
部
は
周
り
に
木
組
み
を
し
て
修
理
を
行

っ
て
い
る
よ
う
だ
。
塔
基
壇
の
周
囲
は
市
民
の
憩
い
の
場
で
あ
る
ら
し
く
、

椅
子
と
卓
と
が
置
い
て
あ
り
、
人
だ
が
茶
を
す
す
り
な
が
ら
歓
談
し
て
い

た
。
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昼
前
に
は
上
海
で
の
宿
舎
に
到
着
し
、
昼
食
後
、
希
望
者
だ
け
で
龍
華

寺
に
向
っ
た
。
途
中
、
車
の
渋
滞
に
出
遇
い
、
止
む
な
く
徒
歩
と
な
っ
た

が
、
こ
の
龍
華
寺
も
、
こ
の
時
修
復
中
で
あ
っ
た
た
め
中
に
は
入
れ
ず
、

門
外
よ
り
窺
い
見
る
に
終
っ
た
。
工
事
は
来
年
に
も
完
了
す
る
予
定
と
の

こ
と
。
道
路
を
は
さ
ん
で
立
つ
塔
は
、
八
角
七
層
の
木
造
で
、
優
美
で
あ

る
。
石
造
の
、
荘
大
だ
が
反
面
武
張
っ
た
感
の
あ
る
塔
を
見
慣
れ
た
目
に

は
、
如
何
に
も
ほ
っ
そ
り
と
優
し
げ
に
見
え
る
。

こ
の
後
、
新
華
書
店
・
朶
雲
軒
・
古
籍
出
版
社
等
を
訪
れ
、
買
物
も
済

ま
せ
、
夜
は
雑
技
を
楽
し
む
な
ど
し
て
、
二
週
間
の
最
後
の
夜
が
過
ぎ
て

行
っ
た
。
雑
技
の
観
客
に
は
西
洋
人
が
多
く
、
彼
等
の
靴
な
ど
皆
一
様
に

真
新
し
い
程
に
輝
い
て
い
た
が
、
そ
れ
に
較
、
へ
、
我
を
団
員
の
も
の
は
大

概
泥
だ
ら
け
で
、
今
回
の
旅
の
性
格
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

六
月
一
四
日
。
曇
。
こ
の
日
も
五
時
半
起
床
・
六
時
朝
食
・
六
時
半
出

発
予
定
と
、
最
後
の
最
後
ま
で
強
行
軍
で
あ
っ
た
。
余
り
に
早
か
っ
た
か

ら
か
ど
う
か
、
ホ
テ
ル
側
の
朝
食
の
準
備
が
ま
だ
整
っ
て
い
な
か
っ
た
程

で
あ
る
。

九
時
少
し
前
に
上
海
空
港
を
離
陸
。
二
週
間
前
に
進
入
し
て
来
た
の
と

同
じ
コ
ー
ス
を
逆
に
飛
ぶ
。
広
大
な
水
田
地
帯
・
光
る
池
や
沼
、
長
大
な

海
岸
線
を
眼
下
に
眺
め
つ
つ
海
上
に
出
た
後
は
、
や
は
り
来
た
時
と
同
様

の
短
か
さ
で
、
二
時
に
は
大
阪
空
港
に
着
い
て
し
ま
っ
た
。
’

既
に
こ
の
「
行
記
」
（
下
）
が
上
梓
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
同
行
の
他
の

団
員
に
よ
っ
て
、
幾
つ
か
の
旅
行
記
録
が
公
け
に
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
よ

う
な
感
想
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
や
は
り
特
筆
に
値
い
す
る
の
は
、

雑
感

帰
路
、
上
海
を
飛
び
立
っ
て
伊
丹
に
到
着
す
る
間
に
、
実
に
不
思
議
な

感
覚
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
時
差
が
僅
か
に
一
時
間
と
い
う
の
に
、

時
の
流
れ
を
全
く
異
に
し
た
空
間
を
さ
ま
よ
い
、
今
や
っ
と
現
実
に
呼
び

も
ど
さ
れ
た
か
の
よ
う
な
錯
覚
で
あ
っ
た
。
刻
々
と
流
れ
る
山
間
の
せ
せ

ら
ぎ
を
見
な
が
ら
育
ち
、
海
か
と
ま
ど
う
悠
久
た
る
長
江
の
流
れ
に
、
た

だ
莊
然
と
半
月
を
す
ご
し
た
自
分
の
姿
を
そ
こ
に
見
た
の
で
あ
る
。
江
南

の
東
西
を
め
ま
ぐ
る
し
く
走
り
ま
わ
り
、
可
能
な
か
ぎ
り
の
調
査
記
録
を

佛
教
寺
院
の
修
復
工
事
の
迅
速
さ
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
し
ば
し
ば
説
明
を

受
け
た
文
革
中
の
破
壊
と
い
っ
た
も
の
が
、
ど
の
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た

の
か
確
認
す
る
術
を
持
た
ぬ
以
上
、
比
較
の
仕
様
も
な
い
事
柄
で
あ
る
か

も
知
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
、
そ
の
美
事
に
修
復
さ
れ
た
伽
藍

は
、
見
る
者
に
偉
容
を
も
っ
て
迫
っ
て
来
る
。
と
同
時
に
打
ち
棄
て
る
に

任
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
も
数
多
い
こ
と
が
思
わ
れ
る
。
修
復
さ
れ
器
が
与

え
ら
れ
た
佛
教
は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
そ
の
姿
を
変
え
て
行
く
の
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
以
上
に
果
し
て
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
後
世
に
継
承
さ
れ
て
行

き
得
る
の
だ
ろ
う
か
。
他
面
、
荒
廃
し
朽
ち
て
し
ま
い
、
ま
た
朽
ち
つ
つ

あ
る
寺
院
が
存
在
す
る
こ
と
を
思
う
と
、
こ
う
し
た
問
題
に
は
軽
忽
に
は

答
え
が
出
せ
な
い
と
い
う
思
い
の
み
強
く
残
る
。
と
も
あ
れ
、
国
清
寺
や

天
童
寺
、
ま
た
棲
霞
寺
等
は
立
派
に
後
世
に
伝
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
事
実
も
ま
た
素
直
に
受
け
止
め
る
尋
へ
き
で
あ
ろ
う
。

（
大
内
記
）
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と
っ
て
歩
く
旅
行
団
一
行
の
後
を
、
詳
細
な
メ
モ
は
す
べ
て
大
内
氏
に
お

願
い
し
て
、
た
だ
つ
い
て
歩
き
じ
っ
と
立
ち
す
く
み
し
て
、
そ
こ
こ
こ
の

空
気
を
五
官
の
す
寺
へ
て
に
吸
い
込
ま
せ
た
く
、
佇
む
の
み
で
あ
っ
た
。
そ

の
中
で
感
じ
た
事
項
の
二
三
を
記
し
て
み
た
い
。

盧
山
は
、
慧
遠
が
名
士
百
二
十
三
人
と
共
に
白
蓮
社
を
結
社
し
、
念
佛

行
に
励
ん
だ
と
い
わ
れ
る
中
国
浄
土
教
発
祥
の
地
で
あ
り
、
か
ね
て
よ
り

ぜ
ひ
訪
れ
た
い
と
願
っ
て
い
た
処
で
あ
る
。
南
昌
よ
り
九
江
に
向
っ
て
尋
ハ

ス
が
一
路
北
上
し
、
田
園
地
帯
を
過
ぎ
て
延
倉
と
続
く
赤
土
の
高
原
を
越

え
る
先
に
、
山
が
見
え
て
き
た
。
臓
山
は
か
な
り
高
い
山
と
聞
い
て
い
る

が
、
そ
の
東
林
寺
は
ど
の
あ
た
り
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
何
と
な
く
そ

の
中
腹
よ
り
下
の
あ
た
り
で
あ
ろ
う
か
、
な
ど
と
思
い
め
ぐ
ら
し
な
が
ら

進
む
に
つ
れ
て
、
や
が
て
西
林
寺
の
塔
が
見
え
て
き
た
。
ど
う
も
「
臓
山

の
慧
遠
」
と
い
う
言
葉
に
引
き
づ
ら
れ
て
勝
手
に
画
い
て
い
た
情
景
と
は

思
い
も
よ
ら
ず
、
盾
山
の
高
峯
に
相
対
し
て
あ
る
崗
を
背
に
し
て
、
峯
々

に
向
い
あ
っ
て
南
面
し
た
位
置
に
、
小
ぢ
ん
ま
り
と
東
林
寺
は
建
っ
て
い

た
。
寺
の
西
側
の
小
高
い
処
に
あ
る
慧
遠
の
墓
塔
か
ら
は
臓
山
の
山
脈
が

一
望
に
し
て
眺
め
ら
れ
た
。
背
に
し
た
崗
の
西
側
を
周
っ
て
道
路
は
北
上

し
て
九
江
市
に
通
じ
、
長
江
へ
と
出
る
こ
と
が
で
き
る
。
東
側
の
小
路
を

経
て
も
同
じ
く
そ
こ
へ
通
じ
て
い
る
。
当
時
知
名
の
人
々
が
慧
遠
の
元
へ

往
き
来
し
、
百
二
十
余
名
も
の
人
灸
に
よ
っ
て
結
社
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

と
、
東
林
寺
の
建
っ
て
い
る
位
置
を
見
て
、
今
迄
に
勝
手
に
想
像
し
た
映

像
が
壊
さ
れ
る
と
同
時
に
、
ほ
っ
と
安
堵
す
る
の
を
覚
え
た
。
も
っ
と
も

常
盤
博
士
は
「
予
は
今
猶
ほ
慧
遠
最
初
の
居
住
、
白
蓮
社
発
祥
の
地
を
以

て
、
山
頂
と
思
ふ
考
を
放
棄
す
る
事
が
出
来
ぬ
」
（
支
那
佛
教
史
蹟
踏
査
記
。

一
四
三
頁
）
と
記
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
時
期
の
あ
っ
て
も
勿
論
よ

い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
私
は
む
し
ろ
慧
遠
の
師
道
安
の
「
今
、
凶
年

に
遭
い
、
国
主
に
依
ら
ず
ん
ぱ
法
事
立
ち
難
し
。
又
、
教
化
の
体
、
宜
し

く
広
布
せ
し
む
尋
へ
し
」
と
議
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
（
出
三
蔵
記
集
巻
第
十
五
・

道
安
法
師
伝
第
三
こ
と
に
、
北
地
と
江
南
の
大
き
な
環
境
の
相
違
は
あ
る

と
い
え
ど
も
、
や
は
り
引
か
れ
る
思
い
が
す
る
の
で
あ
る
。
と
も
か
く
も

五
老
峯
登
山
は
、
常
盤
博
士
が
雨
天
を
嘆
か
れ
た
時
と
は
異
っ
て
、
晴
天

に
恵
ま
れ
素
晴
し
い
景
観
で
あ
っ
た
。
帰
途
は
臆
山
の
東
側
を
回
る
道
で

あ
り
香
炉
峯
と
そ
の
滝
を
遠
望
し
得
た
。
望
臓
山
爆
布
の
詩
、
「
西
登
香

艫
峰
、
南
見
爆
布
水
」
は
李
白
が
香
艫
峰
に
登
っ
た
の
で
は
な
く
て
、
下

か
ら
眺
め
て
吟
じ
た
の
だ
な
あ
、
な
ど
と
思
い
ふ
け
り
な
が
ら
南
昌
へ
と

向
っ
た
。

杭
州
よ
り
紹
興
を
経
て
曹
峨
江
に
そ
っ
て
南
下
、
天
台
山
国
清
寺
へ
と

向
う
。
南
船
北
馬
と
い
わ
れ
る
が
、
成
程
水
路
の
便
は
良
い
よ
う
で
あ
る
。

「
臂
え
ば
水
路
の
乗
船
は
則
ち
楽
な
る
が
如
し
」
と
い
う
論
註
の
文
は
、

北
地
よ
り
江
南
を
訪
れ
た
曇
鴬
の
実
感
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
智

顎
は
も
と
よ
り
彼
を
慕
っ
て
天
台
山
に
登
っ
た
人
々
も
、
曹
蛾
江
や
曹
蛾

か
ら
紹
興
・
杭
州
へ
と
通
ず
る
水
路
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
今
は

杭
州
か
ら
臨
海
へ
通
ず
る
広
い
道
路
を
、
麦
の
脱
穀
も
手
伝
い
な
が
ら
ひ

た
走
り
に
走
っ
た
。
城
関
鎮
と
い
う
町
か
ら
ち
ょ
っ
と
離
れ
た
山
間
の
深

山
幽
谷
に
国
情
寺
は
南
面
し
て
建
っ
て
い
た
。

今
回
の
旅
程
が
殊
に
そ
う
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
町
の
中
の

寺
院
は
別
と
し
て
、
山
間
に
在
る
も
の
の
ほ
と
ん
ど
が
、
町
や
邑
か
ら
少

し
奥
ま
っ
た
谷
間
の
深
山
幽
谷
の
状
を
な
し
て
い
る
場
所
に
、
南
面
し
て
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建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
天
童
寺
、
霊
隠
寺
、
棲
霞
寺
み
な

然
り
で
あ
る
。
谷
川
が
流
れ
木
が
茂
り
奇
巌
が
少
し
で
も
露
出
し
て
い
て
、

南
面
し
て
建
物
が
建
て
ら
れ
る
場
所
、
し
か
も
邑
か
ら
あ
ま
り
離
れ
て
い

な
い
、
こ
れ
が
寺
院
建
立
の
立
地
条
件
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
国
清
寺

は
智
顔
の
遺
言
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
は
じ
め
に
佛

朧
峰
の
山
中
に
居
を
か
ま
え
修
禅
に
励
み
、
華
頂
峯
の
頂
で
得
悟
し
た
と

い
わ
れ
る
智
顎
が
、
何
故
に
天
台
教
学
の
居
城
を
峰
の
南
麗
に
選
ん
だ
の

だ
ろ
う
か
。
翌
日
、
裏
山
か
ら
の
急
な
坂
道
を
バ
ス
で
智
者
塔
院
ま
で
登

る
。
峯
の
中
腹
に
至
る
と
他
の
峯
と
の
谷
間
が
か
な
り
広
く
、
多
く
の
田

畠
が
段
交
に
下
に
拡
っ
て
い
る
。
登
山
道
は
も
っ
と
緩
や
か
な
コ
ー
ス
が

幾
つ
か
あ
る
に
違
い
な
い
。
塔
院
か
ら
華
頂
峯
に
向
う
道
す
が
ら
に
修
禅

寺
跡
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
天
台
山
辨
覧
図
」
に
は
華
頂
寺
と

拝
経
台
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
は
一
度
ゆ
っ
く
り
と
歩
く

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
、
心
残
り
の
ま
ま
下
山
し
た
。

天
童
寺
は
見
事
な
伽
藍
配
置
の
寺
院
で
あ
る
。
広
い
谷
間
の
傾
斜
を
利

用
し
て
、
天
王
殿
か
ら
羅
漢
堂
ま
で
段
々
に
高
く
建
ち
並
ん
で
い
る
。
高

台
か
ら
見
下
す
と
瓦
屋
根
の
梁
線
が
実
に
美
し
い
。
建
築
技
術
の
進
歩
か

ら
な
の
か
、
材
料
の
相
違
な
の
か
、
或
は
新
し
い
か
ら
な
の
か
、
昔
の
写

真
で
見
る
よ
り
も
建
築
物
の
線
が
よ
り
尖
鋭
化
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
梁
線
は
あ
く
ま
で
も
直
線
で
あ
り
、
軒
ま
で
の
曲
線
も
緩
か
で
な
く

心
な
し
か
鋭
い
。
そ
れ
に
し
て
も
破
壊
か
ら
再
建
ま
で
の
過
程
に
、
そ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
す
さ
ま
じ
さ
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
歴
史
上
の
廃
佛
と

復
興
も
か
く
や
と
追
想
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
復
興
の
た
び
に
寺
院

の
構
成
は
拡
大
さ
れ
、
一
層
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と

思
わ
れ
る
。
晴
以
前
の
伽
藍
構
成
の
古
い
形
態
は
中
国
で
は
見
る
こ
と
が

で
き
ず
、
む
し
ろ
韓
国
の
寺
院
に
そ
の
貌
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
、
な
ど
と
ふ
と
思
い
や
り
な
が
ら
、
見
事
な
建
物
に
み
と
れ
て

い
た
。南
京
近
郊
の
諸
寺
を
拝
観
し
た
後
に
、
摂
山
の
棲
霞
寺
を
訪
れ
た
。
こ

こ
も
修
復
中
で
あ
っ
た
が
再
建
さ
れ
て
お
り
、
古
い
写
真
よ
り
も
立
派
に

な
っ
て
い
る
部
分
が
あ
っ
て
予
想
以
上
に
大
き
な
寺
院
で
あ
る
の
に
驚
ろ

か
さ
れ
た
。
田
園
風
景
か
ら
急
に
山
が
見
え
、
邑
が
あ
っ
て
そ
の
谷
間
を

入
っ
て
い
く
と
、
広
い
境
内
に
佛
殿
が
東
面
し
て
建
っ
て
い
る
。
こ
こ
は

南
面
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
摂
山
は
南
京
か
ら
は
か
な
り
の
距
離
が
あ
り
、

交
通
に
不
便
で
は
な
い
が
、
都
か
ら
す
れ
ば
隠
棲
の
地
と
い
わ
ざ
る
を
得

な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
寺
の
開
基
は
斉
の
明
僧
紹
と
さ
れ
る
が
、
や
が
て

師
友
の
礼
を
も
っ
て
遇
せ
ら
れ
た
と
い
う
法
度
が
入
山
し
た
。
法
度
は
無

量
寿
経
を
講
説
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
講
経
よ
り
も
念
佛
三
昧
を
修
す

こ
と
が
主
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
続
い
て
遼
東
の
僧
朗
が
北
地
の
三
論
学

を
伝
え
た
が
、
こ
れ
も
修
禅
を
主
と
し
た
と
考
え
た
方
が
処
在
に
合
う
。

僧
詮
が
入
山
し
て
よ
り
止
観
寺
と
称
さ
れ
、
修
禅
の
中
心
地
と
な
っ
た
こ

と
が
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

摂
山
は
南
京
か
ら
す
る
な
ら
ば
東
北
の
方
向
に
当
る
。
都
の
区
画
を
小

さ
く
考
え
る
な
ら
ば
、
光
宅
寺
の
あ
っ
た
雨
華
台
は
西
南
に
位
置
し
、
鐘

山
の
開
元
寺
等
の
諸
寺
が
東
北
に
な
る
。
し
か
し
都
の
範
囲
を
現
在
の
南

京
の
よ
う
に
大
き
く
考
え
る
と
、
む
し
ろ
摂
山
や
西
南
の
亙
官
寺
の
方
が
、

方
位
の
上
か
ら
重
要
に
な
る
の
で
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
わ
が
京
都
に
お
け

る
延
暦
寺
や
東
寺
の
役
割
を
、
後
世
は
棲
霞
寺
が
果
す
よ
う
に
な
る
と
す

100



れ
ぱ
、
現
在
の
よ
う
な
大
き
な
規
模
の
寺
院
に
な
っ
た
と
し
て
も
不
思
議

で
は
な
か
ろ
う
。
と
す
れ
ば
梁
代
の
止
観
寺
は
、
現
在
の
棲
霞
寺
よ
り
も

少
し
奥
ま
っ
た
所
に
も
う
少
し
小
規
模
に
、
南
面
し
て
建
っ
て
い
た
の
で

は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
ら
辺
も
散
策
し
て
み
た
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
雑
感
を
幾
つ
か
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
既
に
大
内
氏

に
よ
っ
て
詳
細
な
報
告
が
な
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
に
付
け
加
え
る
な
に
も

の
も
な
い
。
所
詮
は
蛇
足
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
了
知
し
て
い
る
つ
も
り
で

あ
る
。
や
は
り
こ
こ
で
再
度
、
調
査
旅
行
団
の
無
理
な
要
求
を
受
け
入
れ

て
、
無
事
に
行
程
を
こ
な
し
て
下
さ
っ
た
中
国
国
際
旅
行
社
に
甚
深
の
謝

意
を
述
争
へ
た
い
。
そ
し
て
団
長
の
鎌
田
東
大
教
授
を
は
じ
め
、
お
世
話
を

い
た
だ
い
た
諸
氏
に
深
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。

（
三
桐
記
）

「
行
記
」
末
尾
に
も
書
い
て
お
い
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
同
行
の
他
の
団

員
に
よ
っ
て
幾
つ
か
の
旅
行
記
録
が
公
け
に
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
紙

面
を
か
り
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

「
臆
山
紀
遊
」
土
田
健
次
郎
中
国
古
典
研
究
第
二
五
号
昭
和
五

五
年
一
○
月
所
収

「
訪
中
記
」
駒
沢
大
学
佛
教
学
部
論
集
第
二
号
昭
和
五
五
年
一

一
月
所
収

右
に
は
、
池
田
魯
参
「
盧
山
・
天
台
山
巡
礼
行
」
、
石
井
修
道
「
中
国

禅
宗
の
発
生
地
と
発
展
地
を
巡
り
て
」
、
伊
藤
隆
寿
「
南
京
・
蘇
州
・

上
海
の
文
化
史
蹟
」
の
三
編
を
収
め
て
い
る
。

「
中
国
江
南
諸
刹
名
山
歴
訪
記
」
末
木
文
美
士
佛
教
文
化
（
東
京

大
学
佛
教
青
年
会
刊
）
第
一
○
巻
昭
和
五
五
年
一
二
月
所
収

附

記
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